
1 平成26年６月20日 第92号

発　行　人

理事長　大平　和夫

〒036-8356
青森県弘前市大字下白銀町21番地8
　　  電 話 （0172）33-8861
　　  FAX （0172）33-8862

　
「
は
い
、
ゆ
っ
く
り
上
が
っ
て
動
き

ま
す
よ
。
大
丈
夫
で
す
か
？
」

　

職
員
の
こ
ん
な
声
が
け
と
リ
モ
コ
ン

に
よ
る
器
械
操
作
で
、
利
用
者
さ
ん
が

ハ
ン
モ
ッ
ク
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
に
乗
っ

て
ベ
ッ
ド
か
ら
車
い
す
に
移
る
光
景

は
、
今
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
『
障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館
』
で
は

３
年
程
前
か
ら
「
移
動
用
電
動
リ
フ

タ
ー
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
利
用
者

さ
ん
の
ベ
ッ
ド
と
車
い
す
の
移
動
を
、

そ
れ
ま
で
の
職
員
の
抱
き
か
か
え
や

２
人
が
か
り
で
の
持
ち
上
げ
か
ら
リ
フ

タ
ー
に
よ
っ
て
行
う
方
法
に
変
え
て
い

こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　

従
来
の
移
動
方
法
で
は
力
任
せ
や
無

理
な
体
勢
で
の
動
き
に
よ
り
、
利
用
者

さ
ん
の
小
さ
な
ケ
ガ
や
職
員
の
腰
痛
に

つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

が
リ
フ
タ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
腰

痛
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
介
護
に
専
念

で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と
に
つ
な
が

り
、
い
つ
で
も
安
定
し
た
安
全
安
心
な

介
護
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
初
め
は
不
安
な
様
子
が
み
ら
れ

た
利
用
者
さ
ん
も
、
今
で
は
す
っ
か
り

慣
れ
、「
職
員
が
抱
ぐ
よ
り
も
リ
フ

タ
ー
の
ほ
う
が
あ
ず
ま
し
い
じ
ゃ
。」

と
の
言
葉
が
聞
か
れ
る

ほ
ど
で
す
。

　

今
で
は
全
国
的
に
も

福
祉
機
器
を
活
用
し
た

「
抱
え
上
げ
な
い
介
護
」

を
目
指
す
施
設
が
増
え

て
い
ま
す
。
山
郷
館
弘

前
グ
ル
ー
プ
で
も
施
設

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

で
も
導
入
に
向
け
た
準

み
ん
な
の“
あ
ず
ま
し
い
”を
目
指
し
て

リ
フ
タ
ー
活
躍
中
で
す
！

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館

備
に
入
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
力
に
頼
ら
な
い
安
全
で
安
心

な
介
護
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
ま
す
。
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４
月
30
日
、
拓
光
園
グ
ル
ー
プ
の
居
宅

支
援
各
事
業
所
で
は
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

と
称
し
て
、『
旧
弥
生
小
学
校
』
か
ら

『
障
害
者
支
援
施
設
拓
光
園
』
ま
で
の
ゴ

ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
弥
生
地
区
の
皆
さ
ん
の
為

に
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
総
勢

15
名
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
中
で
気
持
ち
よ

く
参
加
し
ま
し
た
。

　

雪
解
け
間
も
な
い
時
期
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
歩
道
に
は
空
き
缶
や
た
ば
こ
の
吸

い
殻
、
弁
当
の
空
容
器
等
た
く
さ
ん
の
ゴ

ミ
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
利

　
『
津
軽
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
』
に
は

「
ド
リ
ー
ム
会
」
と
い
う
自
治
会
が
あ

り
、
利
用
者
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
行
事

を
計
画
、
実
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
ド
リ
ー
ム
会
」
の
総
会
が
、４
月

27
日（
日
）に『
就
労
サ
ポ
ー
ト
ひ
ろ
さ
き
』

に
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
前
年
度
自
治
会

長
の
Ａ
さ
ん
の
進
行
で
、
今
年
度
の
自
治

会
役
員
の
選
出
、
年
間
の
行
事
に
つ
い
て

意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

お
花
見
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
な
ど
様
々
な
行
事
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
る
中
で
、
一
番
盛
り
上
が
る
の
は

自
治
会
旅
行
の
行
き
先
に
つ
い
て
で
す
。

去
年
は
横
浜
コ
ー
ス
と
函
館
コ
ー
ス
で
し

た
が
、
今
年
は
福
島
や
お
台
場
、
そ
の
他

「
五
所
川
原
の
立た
ち

佞ね

武ぷ

多た

が
観
た
い
。」

「
今
年
全
線
開
通
し
た
三
陸
鉄
道
の
旅
が

し
た
い
。」と
い
う
意
見
が
上
が
り
ま
し
た
。

最
終
的
に
ど
こ
に
決
ま
る
か
は
、
こ
の
意

見
を
も
と
に
旅
行
会
社
の
方
と
打
ち
合
わ

せ
を
し
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

利
用
者
さ
ん
の
計
画
し
た
行
事
が
よ
り

充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
職
員
も

協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
『
山
郷
舘
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
く
ろ
い

し
』『
山
郷
館
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

キ
ャ
ン
パ
ス
』
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
た

く
さ
ん
の
方
に
利
用
し
て
頂
け
る
よ
う

に
、
営
業
日
が
水
～
日
曜
日
に
変
更
に
な

拓
光
園
グ
ル
ー
プ

い
ざ
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
！

用
者
の
皆
さ
ん
は
、「
こ
ん
な
に
ゴ
ミ
が

落
ち
て
い
る
と
思
わ
な
か
っ
た
。」「
こ
ん

な
に
落
ち
て
い
る
な
ら
、
頻
繁
に
や
ら
な

き
ゃ
。」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

清
掃
中
は
近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
あ

り
が
と
う
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

き
、
よ
り
一
層
意
欲
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
歩
道
に
ゴ
ミ
一
つ
な
く
な

り
、
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。
今
後
も

定
期
的
に
行
い
、
地
域
の
美
化
に
協
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

拓
心
館
グ
ル
ー
プ

　
ド
リ
ー
ム
会
総
会

山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ

　
地
域
生
活
支
援
の

充
実
を
目
指
し
て

り
ま
し
た
。
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
社
会
適

応
訓
練
や
社
会
活
動
参
加
、
地
域
交
流
な

ど
を
目
的
に
、
楽
し
み
な
が
ら
参
加
出
来

る
よ
う
利
用
者
さ
ん
の
意
見
や
希
望
を
取

り
入
れ
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
は
講
師
の
先
生
を
招
い
て
の
「
ヨ

ガ
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
し
た

利
用
者
さ
ん
か
ら
は
、「
楽
し
か
っ
た
、

ま
た
参
加
し
た
い
。
運
動
不
足
の
解
消
に

な
っ
た
。
慣
れ
な
い
姿
勢
で
体
が
痛
く

な
っ
た
け
ど
、
気
持
ち
良
か
っ
た
。」
な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。
活
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
は
、
講
師
を
招
い
て

の
講
座
や
教
室
は
特
に
人
気
が
あ
り
、
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
含
め
、
地

域
の
方
々
に
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
参

加
し
て
頂
け
る
よ
う
な
企
画
や
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

講
座
の
案
内
に
つ
い
て
は
、
黒
石
市
役

所
、
近
隣
の
医
療
機
関
等
に
配
布
し
て
お

り
ま
す
の
で
是
非
、
ご
覧
下
さ
い
。
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平
成
26
年
４
月
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
『
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
』
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
再
開
し
ま
し
た
。
以
前
も
当
施

設
だ
け
で
な
く
、
七
峰
会
本
部
並
び
に
各

施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
業
者
の
シ
ス
テ
ム
変
更
に
伴
い
、
休

止
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
職
員

が
手
作
業
で
完
成
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、

「
必
ず
し
も
見
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
」

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
は
、

内
容
や
デ
ザ
イ
ン
を
全
て
職
員
が
練
り
上

げ
、
実
際
の
画
面
作
成
は
専
門
的
な
技
術

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
方
に
閲
覧
し
て
い
た

だ
く
事
で
、
さ
ら
に
検
索
し
や
す
く
な
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ぜ

ひ
、『
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
』
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

今
年
度
よ
り
『
旭
光
園
相
談
支
援
事
業

所
』
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家
族
の
「
様
々

な
困
り
事
」「
悩
み
事
」
を
お
聞
き
し
、
解

決
方
法
を
一
緒
に
探
す
所
で
す
。

　

地
域
に
暮
ら
す
障
が
い
の
あ
る
方
（
身

体
障
が
い
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が

い
、
難
病
の
方
）
の
福
祉
に
関
す
る
様
々

な
課
題
に
対
し
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保
健
、
医

療
、
福
祉
、
就
労
、
教
育
等
の
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
効
果
的
な
支
援
を

受
け
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
計
画
の
作

成
を
し
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
が
「
安
心
」
し
て
「
笑

顔
」
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
お
手
伝
い

し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

ち
ょ
っ
と
い
い
話
！

　

周
囲
を
り
ん
ご
園
に
囲
ま
れ
て
い
る
旭

光
園
は
、
自
然
が
豊
か
で
野
鳥
を
多
く
見

か
け
ま
す
。
今
の
時
期
、
利
用
者
さ
ん
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
る
の
は
「
ハ
ト
」

で
す
。
先
日
か
ら
事
務
室
の
軒
下
に
あ
る

「
殺
虫
灯
」
の
上
に
巣
を
作
り
ま
し
た
。

日
中
は
二
羽
の
ヒ
ナ
鳥
に
せ
っ
せ
と
餌
を

運
ぶ
親
鳥
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
朝
は
み

な
さ
ん
、
ハ
ト
の
楽
し
そ
う
な
鳴
き
声
で

目
が
覚
め
る
よ
う
で
す
。

　

平
和
の
「
シ
ン
ボ
ル
」
と
言
わ
れ
る
ハ

ト
。
サ
ブ
レ
ー
を
土
産
に
バ
ス
で
幸
せ
を

運
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を

ご
覧
下
さ
い

旭
光
園
グ
ル
ー
プ

　
旭
光
園
相
談
支
援

　
　
　
　
事
業
所
開
設

開所日・時間
　月曜日～金曜日� 9：00～17：00
　相談は、『無料』です。

連絡先
　旭光園　　　　電　話� 57ー 5155
　　　　　　　　F��A��X� 57ー 5156

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.sunapplehom

e.jp/
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総合支援事業総合支援事業 障 が い 者 支 援 事 業障 が い 者 支 援 事 業 高齢者介護事業高齢者介護事業 居宅介護
支援事業
居宅介護
支援事業

主 に 知 的
山
郷
館
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

サ
ン
ア
ッ
プ
ル

　
　居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

青
森
県
指
定

津
軽
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー ☎

○
２
１
３
１

97
　
☎
○
４
５
２
４

82

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
短
期
入
所
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー 

☎
○
３
７
５
８

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ア
ッ
プ
ル 

☎
○
２
７
７
８

認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
じ
ょ
い 

☎
○
２
０
１
３

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
わ
か
ば 

☎
○
１
１
７
６

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば 

☎
○
１
１
６
５

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
３
１

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
わ
か
ば
」 ☎
○
１
８
８
８

97979795979797 373732

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館

山
郷
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
弘
前

山
郷
館
児
童
・
障
害
者

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
く
れ
よ
ん

山
郷
館
相
談
支
援
事
業
所

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館
く
ろ
い
し

山
郷
館
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
黒
石

福
祉
ホ
ー
ム
「
山
郷
館
パ
レ
ッ
ト
」

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
山
郷
館
ラ
イ
フ
」

山
郷
館
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
き
っ
ず ☎

○
２
９
４
１

97

主 に 身 体
山
郷
館
弘
前
グ
ル
ー
プ

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ

山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
○
２
４
０
０

31

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎
○
２
１
０
０

95

黒
石
市
委
託
事
業

山
郷
館
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
く
ろ
い
し

山
郷
館
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス　
☎
○
５
０
１
８

88

　
☎
○
０
６
２
０

59
☎
○
２
２
１
１

☎
○
７
３
０
０

☎
○
９
０
４
０

☎
○
８
５
３
３

☎
○
３
０
７
０

☎
○
５
０
１
８

☎
○
６
０
８
０

☎
○
２
３
４
４

☎
○
８
６
５
０

障
害
者
支
援
施
設
旭
光
園

旭
光
園
身
体
障
害
者
短
期
入
所
事
業
所

福
祉
ホ
ー
ム
「
さ
わ
ら
」

旭
光
園
相
談
支
援
事
業
所

旭
光
園
グ
ル
ー
プ
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貸 借 対 照 表
（平成26年3月31日現在）

（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部
勘定科目 金　額 勘定科目 金　額

流 動 資 産 2,298,223 流 動 負 債 337,140
固 定 資 産 4,503,044 固 定 負 債 12,000

基本財産 2,136,356 負 債 の 部 合 計 349,140
その他の 
固定資産 2,366,688 純 資 産 の 部

基 本 金 564,540
国 庫 補 助 金 等 
特 別 積 立 金 462,851

その他の積立金 1,779,788
次 期 繰 越 活 動 
収 支 差 額 3,644,948

（うち当期活動収支差額） 320,012
純資産の部合計 6,452,127

資産の部合計 6,801,267 負 債 の 部 及 び 
純資産の部合計 6,801,267

事業活動収支計算書
自　平成25年4月1日
至　平成26年3月31日

資金収支計算書
自　平成25年4月1日
至　平成26年3月31日

（単位：千円） （単位：千円）

勘 定 科 目 金　額 勘 定 科 目 金　額
事 業 活 動 収 入 2,732,433 経 常 活 動 収 入 2,775,508
事 業 活 動 支 出 2,397,031 経 常 活 動 支 出 2,300,226
事業活動収支差額 335,402 経常活動資金収支差額 475,282
就労支援事業収入 88,831 就労支援事業収入 88,831
就労支援事業支出 87,702 就労支援事業支出 82,601
就労支援事業収支差額 1,129 就労支援事業収支差額 6,230
事 業 活 動 外 収 入 89,083 施設整備等収入 1,780
事 業 活 動 外 支 出 88,927 施 設 整 備 等 支 出 95,858
事業活動外収支差額 156 施設整備等資金収支差額 △ 94,078
経 常 収 支 差 額 336,687 財 務 活 動 収 入 103,651
特 別 収 入 11,725 財 務 活 動 支 出 357,238
特 別 支 出 28,400 財務活動資金収支差額 △ 

253,587
特 別 収 支 差 額 △ 16,675 当期資金収支差額合計 133,847
当期活動収支差額 320,012 前期末支払資金残高 1,820,507
前期繰越活動収支差額 3,557,968 当期末支払資金残高 1,954,354
当期末繰越活動収支差額 3,877,980
基 本 金 取 崩 額 0
その他の積立金取崩額 103,581
その他の積立金積立額 336,613
次期繰越活動収支差額 3,644,948

社会福祉法人　七峰会　平成25年度　決算報告書
　これは、平成26年5月9日～20日に法人監査を行い、平成26年5月28日に評議員会の同意を得て、
同日理事会において承認されたものです。尚、閲覧は法人本部事務所にて可能です。 

脚注　
１．減価償却費の累計額� 2,777,397 千円
２．徴収不能引当金の額� 0 千円

注記
１．棚卸資産については、
　　資金収支計算より除く。

6,729 千円

（ （） ）


